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Effect of Silver Diamine Fluoride on Bonding Performance and Ultra-morphological 

Characteristics to Sound Dentin 

（フッ化銀ジアミンの健全象牙質に対する接着性と超微細形態特性への影響について） 
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 従来より、う蝕抑制効果および二次う蝕予防効果から、フッ化ジアミン銀（SDF）の

歯面塗布が行われてきた。しかし、象牙質表面に残留した SDF は、象牙質の接着に悪

影響を及ぼす可能性がある。そこで本研究は、象牙質に SDF を塗布し接着操作を行っ

たのち、微小引張接着強度 (µTBS) と形態学的変化を評価し、SDF が象牙質接着に及ぼ

す影響を明らかにすることを目的とした。 
 ヒト第三大臼歯 96 本を SDF 塗布象牙質群と非塗布象牙質群に分類した。SDF 塗布群

では、38% SDFを 1分間撹拌し、2分間静置し、蒸留水で 30 秒間洗浄した。非塗布群で

は蒸留水の洗浄のみ行った。次に、各群をエッチング方法に応じてさらに 2 つのサブグ

ループ (n = 8 / グループ) に細分化した: セルフエッチング モード (SE) およびエッチング

アンドリンスモード (ER)。さらに、接着材の種類にて3種類に細分化した: (1) Scothbond 
Universal Plus （SUP）; (2) G2-Bond (G2B); (3) クリアフィル メガボンド 2 (MB2)。全て

の試験片をコンポジットレジンで修復し、蒸留水中で 24時間保管したのちµTBSを行っ

た。µTBS 後の破断面および接着象牙質界面の形態を SEM、TEM、STEM により評価し

た。さらに試料表面の元素分析を EDX にて行なった。 
 本研究の結果、全実験群において SDF を塗布した象牙質は、非塗布群の象牙質グル

ープよりも有意に低いµTBS を示した。非塗布群象牙質の G2B を除き、すべての ER は

SEよりも高いµTBSを示した。STEM/EDXにより、SDF塗布象牙質群では象牙質反応層

の存在が認められた。 
 本研究結果から、SDFが接着材の象牙質接着能を低下させると結論付けることができ



る。SDF を塗布した象牙質に接着する場合には ER が好ましく、また SDF と塗布した象

牙質ではカルシウムとフッ化物を含む層が観察されることが明らかとなった。 


